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平成２７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【簿記入門講座】 
日  程：9月 26日（土）・10月 3日（土）・10日（土）・17日（土）・24日（土）13：30～15：45 

受講者数：14名 

会  場：神戸商科キャンパス 教育棟 103講義室 

講  師：会計研究科 教授 林 昌彦 

簿記は「ビジネスの言語」と呼ばれます。すなわち、ビジネスに欠かせないコミュニケーション手段

であり、共通語とされます。そのため、すべてのビジネスパーソンが身につけておくべきものです。も

ちろん、すべての人が簿記の専門家になる必要はありませんが、「日常会話」程度はできなければなりま

せん。 

簿記は、帳簿記入の略語であるといわれます。それは、企業などが行う経済活動を、一定のルールに

基づいて記録する技術です。記録された事実は、それ自体が備忘録として必要なだけでなく、財産管理

に役立つとともに、外部の利害関係者（株主、債権者、投資家など）に対する報告書を作成するための

基礎資料となります。株式会社制度の発展に伴い、報告機能が一層重視されるようになり、貸借対照表

や損益計算書が重要になりました。この講座では、取引を帳簿に記入し、その記録をまとめて貸借対照

表と損益計算書を作成するまでの、一巡の手続を学びます。 

 ところで、簿記検定対策では、しばしば「習うより慣れろ」といわれますが、これは半分当たって

いますが、半分は当たっていません。慣れるだけでは、付け焼刃になりかねません。まず理解すること

が先決です。この講座では、①簿記の仕組み、②現金と預金、商品売買、③手形、有価証券、固定資産、

④決算Ⅰ、⑤決算Ⅱ、と 5 回に分けて簿記の基本を取り上げました。 

 

 

 


